
 

   

 

 

「ＪＡの投信つみたてサービス」取扱規定 

 
 

 

 

第１条（規定の趣旨） 

この規定は、毎月お客様が指定する日（以下「振替日」といいます。）に、お客様があらかじめ指定

した金額（以下「振替額」といいます。）を、お客様が指定する引落口座（以下「振替口座」といいま

す。）から引き落し、特定の投資信託受益権（以下「投資信託」といいます。）を自動的に取得する取引

に関する取決めです。 

この取引を定期定額購入取引（名称「ＪＡの投信つみたてサービス」以下「本サービス」といいます。）

といいます。 

第２条（本サービスの選定銘柄） 

本サービスによって買付けができる投資信託は、当組合が本サービスの対象として選定する銘柄（以

下「選定銘柄」といいます。）とします。 

２ お客様は、選定銘柄の中から１銘柄以上の買付けを希望する銘柄（以下「指定銘柄」といいます。）を

指定し、申込みを行うものとします。 

第３条（申込方法） 

お客様は当組合所定の申込書に必要事項を記入のうえ、署名押印して当組合に提出し、当組合が承諾

した場合に本サービスを利用できます。 

２ お申込みに当たって、お客様は投資信託累積投資規定に定める累積投資契約を締結するものとします。

ただし、すでに契約済みである場合はこの限りではありません。 

３ 本サービスの契約は、１指定銘柄につき１契約に限るものとします。 

  ただし、「非課税上場株式等管理、非課税累積投資および特定非課税累積投資に関する約款」第２条の

２に定める特定銘柄に関しては、非課税口座の特定累積投資勘定の利用を目的とする契約において１契

約、それ以外の契約において１契約の最大２契約に限るものとします。 

第４条（振替額の引落し） 

振替口座はあらかじめ届け出られた投資信託総合取引における指定口座と同一の口座とします。 

２ 振替額を振替口座から引き落す場合には、普通貯金通帳、同払戻請求書または小切手によらず当組合

所定の方法で行うものとします。 

３ 振替日が当組合の休業日に当たる場合は、その翌営業日を振替日とします。 

４ １指定銘柄当たりの振替額は5,000円以上1,000円単位の金額とし、同一の振替日に複数の指定銘柄

の振替額の引落しがある場合には、その銘柄ごとに振り替えることとします。ただし、お客様が当組合

の「非課税上場株式等管理、非課税累積投資および特定非課税累積投資に関する約款」に基づき、つみ

たて投資枠での買付けをする場合は、当該指定銘柄の購入代価（振替額から、第５条第４項所定の手数

料や消費税等を除いたものとし、所定の手数料がゼロの場合は振替額と同額とします。以下、本項およ

び第５項において同じ。）の各年ごとの合計額（つみたて投資枠で複数銘柄の買付けを申込む場合は、

申込む全銘柄の購入代価の各年ごとの合計額）が120万円を超えることとなるような振替額の指定はで

きません。 


